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AAINewsAAINews
国際耕種２５年の足跡 

2009 年 12 月 14 日で国際耕種株式会社が産声をあげ

てから 25 年の月日が過ぎようとしています。 

AAINews 第 61号でも既に紹介いたしましたように、過去

25 年の間に日本の途上国に対する技術援助の活動には

少なからぬ変化があり、その中で我が社の活動も大きく変

化してきました。当初、乾燥地域における緑化造林、資源

管理、農業農村開発分野における長期専門家派遣が中

心だった業務から、海外における研修普及関連技プロや

開発調査あるいは国内での技術研修業務そしてアフリカ

における稲作関連業務へとその活動の場を拡大して来ま

した。 

季刊で発行しているニュースレターも当初は社員間の情

報共有も兼ねた社内報的なものから、社外への広報を目

的として我が社の業務成果や保有技術を紹介するものへ

と変化して来ました。さらに、この間社員間で話題となった

「自然と人間の共生」、「ODA と NGO の連携」、「草の根型

協力を考える」、「開発調査の在り方」、「技術協力活動と

研修活動の連携」、「日本農業の今と国際耕種の関わり

方」といった内容もシリーズもののタイトルとして取り上げて

来ました。 

また、設立当初 1 名だったスタッフも増減を繰り返しなが

らも、現在事務員も含めて 11 名に至っています。当初、乾

燥地での長期滞在を経験した沙漠かぶれの集団といった

感じだったメンバー構成から、営農、栽培、稲作、研修、農

村社会、施設園芸、灌漑水利用といった広範な専門分野

に対応できるメンバー構成に変わって来ました。そして、会

社の業務を推進する中心的立場のスタッフがそうした新し

いメンバーに移行しつつあります。 

こうした数々の変化を遂げた 25 年間でしたが、この間

「真に地域住民の役に立つ活動」、「適正技術の開発と普

及」あるいは「適正規模の開発とは何か」ということを常に念

頭に置いて、現地関係者との人間関係や信頼関係の構築

を大切にしつつ業務に携わってきた積りですし、今後ともこ

うした精神を貫いて行きたいと思っています。 

さて、会社創立２５周年記念のイベントを兼ねて会社の

ロゴマークを制定しようという動きがありました。社員および

関係者からロゴマークを募集し、候補作品の中から投票に

よって選ばれた最優秀作品を今後会社のロゴマークとして

使うことにしました。 

選ばれたロゴマーク 

AAI AAI  

 

 

三角形二つが「Appropriate」と「Agriculture」の「A」を、

長方形一つが「International」の「I」を示しています。 

また、「土」、「水」、「緑」の三色は乾いた大地に水を満

たし、植物を育む緑を示していると同時に、会社の活

動分野の三本柱としての「人材育成」、「水」、「農業」

をも示しています。 

 

この機会に、ニュースレターの装いも一新することにしま

した。これまでの読者からの要望や読みやすさ等も考慮し

て、二段組みで編集することにしました。また、これまでの

紀行文１ページ、シリーズもの２ページ、その他１ページと

いった編成にこだわらず、業務成果や保有技術の紹介記

事あるいは新着情報をより積極的に載せて行こうと思いま

す。今後とも、よろしくお願い申し上げます。 

下の写真は今年の春、JICA 筑波センターにおいて野菜

栽培コースの研修員達と一緒に満開の桜の下でバーベ 

キューを楽しんだ時のものです。        （大沼洋康） 
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村落開発ボランティア補完研修へ

NPO 法人「自然塾寺子屋」は、「地球上の大事な資源を、

共生・共存の思想で次世代に引き継いでいく」ことを基本ミ

ッションに、さまざま意欲的な活動を展開されています。

JOCV 隊員への技術補完研修も、継続的に実施されてい

る有意義な活動の一つです。今般、取り組まれている平成

21 年度 3次隊「村落開発隊員」補完研修の参加者は 6名

（女性４、男性２）、派遣国もウガンダ、ボリビア、ケニアと多

様です。各任地では、村落開発業務とはいえ各隊員とも

農業・農村面での利水管理に係ることになりそうで、研修テ

ーマも「水管理」を中心に組まれることになりました。2 週間

の研修では、「寺子屋」ならではの「地元の協力」を得なが

ら、甘楽多野用水土地改良区での見聞や実習なども盛り

込み、これまで農業や灌漑に触れることのなかった研修生

の実情にも十分配慮したプログラムとなっています。 

土地改良区の方から説明を受ける研修生ら 

AAI からは、「灌漑一般」講義を担当させていただきまし

た。まず、講義内容を準備する段になって考え込んでしま

いました、「今時の若者に［灌漑］？、そもそも［灌漑］の漢

字は読めるだろうか？」。「灌漑」は、各古代文明発祥の契

機ともいわれるほど、我々人類にとって長く・身近な生業で

ありながら、そして現代でも重要な生存技術でありながら、

あまり注目されることはありません。「灌漑」の全貌、そして

昨今の実情などをどう説明したらうまく伝えられるか、大い

に悩むところです。 

「灌漑」は、「農業を行う上では、どうしても追加的に水分

調達を行う必要が生じることがあり、それを充足させる一連

の人為的活動」ということでしょう。しかし、「だから灌漑が必

要なのは当然」としていきなり説明を始めるのはかなり不親

切。まず、「作物は、水がなければ生きられない」という自然

の大前提から説いた方がよいと考えました。さらにいえば、

何といっても作物の水分補給には「降雨」が基本です。人

類は、まず「降雨」現象に適った農業を考えてきました（天

水農業です）。そこで「もっと雨量を増やしたい、もっと要る

ときに降って欲しい」という要求が切実になって、「灌漑」が

始まった・・・、これらの灌漑進展の経緯も強調することにし

ました。 

「灌漑」を安定的に続けようとすれば、水を制御するため

の何らかの物理的装置が必要になってきます（灌漑システ

ムです）。その際にも、これから「灌漑」を切実に始めたい

農家の立場を想像して、まず「自分ならどうしようか」と困っ

てみる。そうすれば、周辺に在るであろう様々な水資源の

可能性やコストに気を配りながら、何戸くらいの農家がどの

ように参加するシステムにするか、どのくらい便利で安心な

システムにするか、を判断していかなければならないかが

実感できるでしょう。そこで、灌漑便益を念頭に置きながら

灌漑システムの灌漑規模や整備水準などをどう決めていく

かに触れた「灌漑の経済学」を説明することにしました。 

ところで、経済的には十分妥当とされ造られた既存灌漑

システムでも、運営・維持管理で様々な苦労に直面してい

るのが現実です。研修講義では、それらの現教訓も聞いて

もらいながら、灌漑システムの在り方は、経済的妥当性の

みならず、社会学的配慮が重要なことにも触れていきまし

た。そして、社会的に健全な灌漑運営を考える場合には、

関係農家集団の凝集性の高さなどからより小規模な灌漑

システムがさらに有利で、最近では「小規模灌漑システム」

に注目が集まっている現状を説明しました。あわせて、灌

漑に係る集団行動を持続的に進めるには、参加型アプロ

ーチが有用だとする最近の動向にも触れました。 

このような流れにそって、灌漑全般に関する今回の研修

講義を進めてみました。途中、俄かの夕立ちで、急遽、洗

濯物を取り込むハプニングもありましたが、約2時間半の講

義も、研修生の興味を比較的持続しながら無事終えること

ができました。社会科学系など幅広いバックグラウンドを有

する研修生の方々を対象にすることで、広く「灌漑」全般に

配慮することの大切さに気づかされる研修でした。今回の

研修講義は、実は我々自身の勉強でもあったと感じている

ところです。                     （松島修市）

の協力
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アフリカの稲作 ＜第１回＞ 
新 シリーズ 

はじめに 

、東

きている。この

、あるいは自

挙げられよう。

）と比較しても、

リカ開発会議

②人間の安全

対処、という３つ

の重要分野 。このう

ち、農業分野における支援の中心は稲作である。この背景

には、「アフリカの主要穀物（トウモロコシ、ソルガム、小麦、

コメ）のうち需要に供給が追いついていないのはコメと小麦

であり、そのうちアフリカの気候条件を見るとコメの方がより

生産増に適している」という現実がある。また、日本はアジ

ア地域における稲作栽培技術支援の経験も生かせること、

またアフリカ地域ではタンザニアのキリマンジャロ州などで

過去 30 年にわたる技術協力の歴史があることも背景にあ

ると思われる。 

このような背景をもとに近年、サブサハラ・アフリカのコメ

生産を向こう 10 年間で倍増することを目的として、アフリカ

稲作振興のための共同体（Coalition for African Rice 

Development: CARD）が設立された。CARD ではアフリカ

の諸条件に適した高収量品種であるネリカ米の普及も含

め、「灌漑水田」、「天水低湿地」、「天水畑地」の 3 つの栽

培システムにおける適正品種の選定、栽培技術の改善及

が進められている。 

国際耕種がこれまでに関係してきたアフリカ稲作関連活動 

アフリカの包

括的な自助努力

による発展と政

治安定のために

は、人口の 70%

が収入の半分以

上を農業に依存

している農村地

域の存在を当然無視することは出来ない。アフリカの主食

というと、トウモロコシを原料としたウガリ、ソルガムやミレット

によるクスクスなどを思い浮かべる人もいるだろうが、西アフ

リカでの稲作は 3000 年以上の歴史をもっている。また

アフリカでも近年イネの 培が急速に進んで

理由として、コメは栄養価が高く食味が良い

給作物にも換金作物にもなり得ることなどが

しかし、稲の収量はアジア地域（3-3.5ton/ha

アフリカ（1ton/ha 強）では非常に低い。 

今日の日本のアフリカ支援は、第４回アフ

（TICAD IV）で示された、①成長の加速化、

保障の確立、③環境・気候変動問題への

栽

への取り組みを中心に実施されている

び必要な投入（水、肥料等）の促進等を行うことにより、単

位収量の増大を図ろうとしている。現在、CARD では支援

対象国の稲作の現状を客観的に把握するための情報収

集や、被支援国が実施している稲作開発戦略作成を支援

しながら、被支援国の主体性を配慮した支援策の策定の

取り組み

国際耕種はこれまで多くの農業・農村開発に参画してき

たが、その多くは中東、西アフリカなど乾燥地を中心とした

活動であった。しかし、2006 年に開始した TBIC での研修

コース（陸稲品種選定技術コース）以後を中心に、以下に

示すようなプロジェクトに参加しながらアフリカでの稲作との

つながりを持ってきた。また、陸稲品種選定技術コースで

アフリカ稲作支援のための研修を実施する中、サブサハ

ラ・アフリカの稲作を専門とする研修員との交友を深めると

ともに、アフリカの稲作に関する情報を蓄積しつつある。 

プロジェクト名 期間 稲関連の活動 

タンザニア・ 

全国灌漑 

マスタープラン 

2001～ 

2003 年 

稲作を主要作物とした灌漑マス

タープラン計画の策定、地域レ

ベルでの灌漑計画の支援実証 

ウガンダ・ネリカ

米適用化計画/ 

ネリカ米振興計画

2007、

2008、 

2009 年 

ウガンダ国作物資源研究所研究

員の稲品種試験と品種選定、種

子品種技術向上 

ギニア国中部・ 

高地ギニア持続的

農村開発計画調査

2008 年

～実施中 

通年水利用による低投入型灌漑

施設の整備、及び地域の環境に

適応した作付け類型化の中での

稲作栽培 

陸稲品種選定技術

コース 

2006、

2007、

2008、 

2009 年 

アフリカにおける稲品種普及の

基礎となる優良品種選定に貢献

出来る人材育成 

この新シリーズでは、このようなアフリカ支援の動向を契

機

 

ＴＢIＣにおける陸稲コース

研修風景 

として、今後のアフリカ支援の中心課題の一つとなる稲

作支援についての我々の取り組みの状況を報告したい。

また、このような活動に参加することで我々なりに得てきた

教訓を紹介するとともに、アフリカの稲作の課題や今後の

アフリカにおける稲作

栽培のあり方に我々

なりの考え方を発信し

ていきたい。 

 

タンザニア・キリマンジャロ州における稲作 
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プロジェクト評価を考える ＜その２＞

前回（第 6

てみる。

1 号参照）に引き続いて、評価手法について

考え 今回は、評価結果から学んで次のステップに

その

評

的

が

そ

で

トレーナー評価票の例 

このように、トレーナー評

価結果から有益な情報が得られることがわかったが、逆に

このように他者との差や優劣が明らかになることによって、

点数をつけたり比較することだけにこだわったり、評価その

ものが目的になりがちであることもわかった。したがって、

「評価のための評価」にならないように、評価で明らかにな

った弱点を補強したり改善するための「次の段階」が重要

である。 

「次の段階」として、実際にこのトレーナー評価結果を活

用する方法としては、①まず個々にコンフィデンシャルに結

果

す レー しての弱点

行 ー の

を実施す 方法が 。 

の

を 可 評

レ 化し るこ

化 る ー

に とどまら

の て

研修そ を改善 努

かそれ以上に重要

 

カワセミを見かけることがあります。神奈川県・静岡県境に金太

で、折に触れ山歩きを楽しんでいます。

回、登山道脇では咲きはじめたホトトギ

スの花を、尾根道では優雅に舞うアサギ

ダラを見つけました。こうした身近な自

然を守るためにも、地球温暖化対策や生

物多様性保全に少しでも貢献できるよう

な仕事に今後とも取り組んでいきたいと

ています。(大沼) 

つなげる、という点に着目してみたい。

は、「評価」という行為が「評価のための

うに留意すること、評価で得られた結果を

ションを起こすということが重要である。 

前回も少し触れたが、人材育成を目

ではさまざまな研修活動が行われること

重要なのは研修コースの内容・教材や

を 等

ためのポイント

価」にならないよ

活用して次のアク

とするプロジェクト

あるが、その際に

の効果及び研修

ある。ここでは、

具体的な事例を紹介しながら、トレーナー評価や研修評

価とその評価結果の活用法について考えてみる。 

この事例ではトレーナーの資質を評価するために、20数

項目からなる５段階評価表を作成して、研修員及び研修

オブザーバーに評価をしてもらい、結果をレーダーチャー

トに表した。結果の一部であるティーチング・スキルに関す

る評価例を図に示した。 

指導する講師（トレーナー）の資質

 

チャートは同じ評価項目に対する２人のトレーナーの評

価結果である。この結果から、２人のチャートには明らかな

差が見られ、チャートの大きさからトレーナーとしての資質

の優劣比較ができる。さらに個々のトレーナーのチャートか

ら、各評価項目についてそれぞれの優れた点や弱点を指

摘することができる。個々

のトレーナーにとっても、な

かなか自分では気づかな

い自分自身の長所・短所

を他者評価によって知るよ

い機会になるようである。 

を渡して自分の弱点に気づいてもらって次回から注意

る、②個々のト ナーと 補強の個別指導を

う、③トレーナ 能力向上 ための研修やワークショップ

る、等の ある

さてトレーナー評価と同様

能であり、

考え方で、研修コース自体

価票によって点数化したり、評価することも

ーダーチャート たりす

。研修コ

とによって、結果を「見える

ス評価の場合も、評価結果

ずに、その弱点改善のため

」することができ

基づく弱点の指摘に

『処方箋』を作る

のもの

こと、そし

していく

その『処方箋』にしたがって

力が、評価という行為と同じ

である。 

 

編集後記 東京都・神奈川県境に沿って境川が流れています。

事務所の近くには「鵜の森」という地名があるように、川沿いの

遊歩道を歩いていると羽を干している鵜や、時には獲物を狙う

郎伝説発祥の山、金時山があります。御殿場の自宅から山頂ま

で約 3 時間の行程なの

今

マ

 

思っ

トレーナー評価結果の例
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N o a b se n t   w e a k   a c c e p ta b le   g o o d   e xc e lle n t

fo llo w :  

  E v a lu a t io n  e lem e n t  

1   E x p re ss in g  h im se lf  w e ll  a n d  g iv e  w e lc o m e s  to  

t ra in e e s  

 
★  

     

2   In t ro d u c t io n  o f   le c tu re   is  s t im u la t in g  a n d  c le a r       ★      
3   S h ow in g  th e  o b je c t iv e s  o f   le c tu re       ★      
4   S h ow in g  th e  re la t io n sh ip  b e tw e en  th e  cu r re n t         ★    

a n d  th e  p re v io u s   le c tu re  

5   P re p a r in g  h a n d o u ts  o f   le c tu re  a n d  d e liv e r in g  to  

th e  p a rt ic ip a n ts  

    ★      

6   U se d  th e  t ra in in g  a id s       ★      
7   P re p a r in g  th e  t ra in in g  a id s  b y  m ak in g  re a d y  to  

u se  

  ★        

8   U se d  m an y  m e th o d s  to  te m p t  a t te n t io n   ★         
9   G iv in g  a  ch a n c e   fo r  t ra in e e s  to  p a r t ic ip a te       ★      
1 0   A n sw e re d  th e  t ra in e e s  q u e s t io n s  p o s it iv e ly         ★      
1 1   H is  a b il it y  to  p ro c e s s  th e  su b je c t  o f   le c tu re       ★      
1 2   E x p re ss in g  a b o u t  h is  e n th u s ia sm  to w a rd  th e  

su b je c t    

      ★    

1 3   A sk in g  e x c it in g  q u e st io n s  to  a t t ra c t  th e  

a t te n t io n  o f  th e  p a r t ic ip a n ts  

    ★      

1 4   H is  p e r fo rm a n c e  r e fe r s  to  h is  se lf ‐c o n f id e n ce         ★    
1 5   H is  v o ic e  a n d  p ro n u n c ia t io n   is  c le a r     ★        
1 6   H is  e xp la n a t io n   is  u n d e rs ta n d a b le  a n d  e a sy  to     ★        

fo l lo w  

1 7   H e  g a ve  so m e th in g  n ew  a n d /o r  u se fu l  to  th e  

p a r t ic ip a n ts  

        ★  

1 8   F a c ilit a t in g  g ro u p  d is cu s s io n  /  w o rk sh o p   in         ★    
g o o d  w a y  

1 9   U s in g  b o d y ‐ la n g u a g e   (m o v in g  c om m u n ica t io n s )       ★      
2 0   C re a te  a  g o o d   le a rn in g  e n v iro nm en t  w ith in  th e     ★        

t ra in in g  p ro g ram  

2 1   Em p h a s is  o n  th e   im p o r ta n t  p o in ts         ★      
2 2   C o lle c t  th e   im p o r ta n t  p o in ts  to g e th e r  w ith  a       ★      

ra t io n a l  se r ie s  

2 3   T im e  a llo c a t io n  to  e a ch  su b je c t  o f  th e   le c tu re         ★    
2 4   S h a r in g  t ra in e e s   in  th e  a b s t ra c t in g  th e   le c tu re          ★    
2 5   U s in g  q u e s t io n s   in  o rd e r  to  k n o w  th e   le v e l  o f   ★          

u n d e rs ta n d in g  o f  th e  p a r t ic ip a n ts  
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